
第２回
令和８年度進路説明会



入試日程

私立 都立

推薦※…1月中旬 推薦 …1月26日・27日

一般 …2月初旬 一次・前期 …2月21日

一般入試（学力に基づく入試）

※私立高校では一部、推薦入試を行わない学校もある。



都立高校 主なポイント



〇全日制課程における分割募集を廃止し
第一次募集で選抜する。

都立ポイント①

〇昼夜間定時制では継続して分割募集を実施

一橋、浅草、荻窪、砂川、八王子拓真高校の
５校のみ引き続き分割募集を行う。



通信制課程の入試は前期と後期に分けて実施

都立ポイント②

〇前期選抜は第一次募集と同じ時期の

２月22日、後期選抜は４月上旬。

〇2月21日に行う全日制課程及び定時制
課程の第1次募集に出願するものは出願
できない。



自己ＰＲカードの取り扱い

都立ポイント③

推薦選抜など面接を実施する
都立高校に出願する場合のみ
提出。



男女別定員制の廃止

都立ポイント④

令和６年度入試より男女別の定員は廃止。

原則すべて男女合同で選抜を行う。

※ジェンダー平等の観点から、令和4年度入試より段階的に

緩和されてきた。

文化・スポーツ等特別推薦では男女別に定員を定める。



追検査について

都立ポイント⑤

・インフルエンザ等の学校感染症に罹患する

などし、第一次募集で出願した都立高校を

受検することができなかった受検者が対象。

※月経随伴症状、痴漢被害等も対象となる。

※第一志望とした科（分野）に限り出願できる。追検査

に出願した場合、志願変更はできない。

※分割募集実施校では実施しない。面接を実施する学校あり。

☆分割後期・第二次募集と同日程。



新たな選抜方法を導入

都立ポイント⑥

・新たな入学者選抜方法を深沢・北園

武蔵野北高校が導入。

学力検査と調査書点の比率について７：３

と１０：０の両方の方法で選出。どちらか

高い方を本人の得点とし、選抜する。



推薦枠の拡大・縮小

都立ポイント⑦

拡大

２０⇒２２％・・小平西など。

３０⇒３２％・・東久留米総合

３０⇒３５％・・園芸

縮小

４０⇒３０％・・農業「農業科」



一般推薦入試の変更

都立ポイント⑧

・戸山・・小論文「異なる分野の課題を2題

出題する」という表記なくなる

・町田総合・・面接の際のパーソナルプレゼ

ンテーションなくなる

・配点などの変更・・三田、板橋など



受検上の配慮

都立ポイント⑨

・障害のある受検者や日本語指導を必要
とする生徒等を対象するもの。

・事前の申請が必要。



都立推薦入試
令和９年１月２６日（火）

２７日（水）



都立推薦入試①

推薦入試の種類

一般推薦

文化・スポーツ等特別推薦

理数等特別推薦



都立推薦入試②

一般推薦

…個人面接、集団討論（必要と判断した高校）

小論文・作文、実技検査、学校が設定する検査※

※この中から一つ以上を実施

→これらの検査の得点と調査書点の総合成績で選考



都立推薦入試③

文化・スポーツ等特別推薦

…自校の教育活動の特色に合わせて募集される。

個人面接または集団面接、実技検査

※同じ学校の一般推薦にも出願可能。

その場合、受検料は２倍（一般推薦＋特別推薦） 。



推薦書
※大会等での実績は記入しない。
※活動の実績等を証明する書類は提出しない。
新規実施やとりやめ、募集人員が変更されるところあり。

文化・スポーツ等特別推薦

令和９年度選抜 令和８年度選抜

実施校 ９３校 ９１校

都立推薦入試④



都立推薦入試⑤

理数等特別推薦

…科学分野等の研究に関するレポート（出願の際提出）

についての口頭試問、個人面接および小論文

※一般推薦や文化・スポーツ等特別推薦には

出願できない



都立推薦入試⑥

個人面接

出願の動機・理由
興味・関心
規範意識・生活態度
自己ＰＲカードの内容など

…これまでの経験を高校生活で

生かせるかが見られる



都立推薦入試⑦

個人面接
※個人面接の練習を兼ねて、校長先生・

副校長先生との面接を行います。
（推薦入試を受けない人も全員。）

→なぜその学校に行きたいのか、自分の
言葉で話せるようにしておきましょう。



都立推薦入試⑧

小論文・作文、集団討論
東京都教育委員会のホームページに、過去の
出題テーマが出ています。



都立推薦入試⑨

小論文の課題例

アメリカ合衆国内の地域別産業統計資料や歴史を考察した文章な
どを活用し、南部と比較して北部で盛んな産業を答え、北部が有利
となる貿易政策について説明する。

消費者白書に関する会話文と資料から、ある広告表示群の特徴を
説明する。また、別の会話文と資料に基づいて考察した発表原稿
を記述する。

などデータを読み取り、考えを述べることも必要。



都立推薦入試⑩

作文のテーマ例

本校の三つの教育目標の一つに「国際社会で活躍できる知
徳体の能力をバランスよく伸長する」という目標があります。
それについて次の項目に沿って二～三段落で述べなさい。
・国際社会で活躍するための「徳」として、どのようなものが
あると考えますか。
・将来、一人の大人として国際社会に関わっていく際に、あ
なたはどのような大人でありたいと思いますか。



都立推薦入試⑪

集団討論のテーマ例

コミュニケーション能力や協調性、思考力、判断力、
表現力などを評価する。

「自分の考え・意見をしっかり持つこと」、

「相手の考えを理解したうえで、自分の考えを

相手に伝えること」がポイント。

リーダーについて書かれた資料を読み、
理想のリーダー像について討論する。



都立推薦入試⑫

応募資格

１．都内在住※で、令和９年３月に中学校を

卒業見込みの者

２．志願する都立高校が第一志望であること

３．大泉西中学校の推薦基準を満たし、校長

から推薦を受けた者
※都内在住で、都内の中学校に在学していて、入学後も引き続き

都内に在住する



都立推薦入試⑬

注意事項

・推薦は第一志望のみ。合格したら必ず入学する。

・倍率が非常に高い（全日制普通科全体で2.６０倍）。

・結果発表から一次・分割前期出願までの期間が

短い。
※推薦合格発表 …２月２日（火）

→ 一次・分割前期出願 …2月 ４日（木）まで。



都立一般（学力に基づく）入試

一次・分割前期 ２月２１日（日）

分割後期・二次 ３月９日（火）

定時制・二次 ３月２６日（金）



都立一般入試①

総合得点 １０２０点満点

＝学力検査の得点＋調査書点
学力検査を実施しない教科は２倍

＋英語スピーキングテスト得点

２０点満点



都立一般入試②

学力検査の教科
学力検査と
調査書の比率

全
日
制

一次
５教科(国・数・英・社・理)

芸術科・体育科…３教科＋実技

７：３
６：４

二次 ３教科(国・数・英) ６：４

定
時
制

一次・分割前期
５教科の中から
３教科以上

７：３または
６：４

二次・分割後期
６：４または
５：５



分割募集

※令和９年度 分割募集の実施校は定時制 ５校

募集人員は１０月下旬に発表予定。

都立一般入試③

あらかじめ、前期と後期に定員を分割して
募集すること。

第二次募集
第一次募集で定員に満たない場合に行う募集。



注意点

一人でも多くの生徒の都立高校への進学を保障

するため、既に国私立高校に入学手続きを終え

ている生徒は、以後の募集への出願を遠慮する

こと

第一次募集・分割後期募集・第二次募集

都立一般入試④



学力検査問題の自校作成

第一次募集において、国・数・英の３教科を
それぞれの学校で作成する。社・理は共通問題。

※国際高校は英語のみ自校作成。

都立一般入試➄

全日制 １０校 ※国際高校を除く

定時制 ２校



都立入試の出願手続き



手続き①

志願者の年齢

願書には令和９年３月３１日現在の年齢を記入する

…基本的には全員「１５歳」。

４月１日生まれの人も同じ。

出願の際の氏名

出願は住民票等の根拠に基づく氏名（本名）で行う 。



手続き②

第一次募集・分割前期募集

出願手続

志願者個人がインターネットの登録サイトから出願。

※調査書等は中学校から各都立高校へ郵送。

合格発表

出願サイト上、校内掲示



出願手続

窓口に願書を持参。

志望校に複数の学科等の募集がある場合、学科等を

越えて、志望の順位をつけることが可能。

合格発表

合否照会サイト、校内掲示

分割後期募集・第二次募集

手続き③



調査書記載事項のご協力のお願い

都立の調査書記載事項について

１、委員会、部活動、検定、表彰、その他学校外活

動などの記載が可能。

２、10月の面談以降配布される記載事項の例と書き

方を参照し、家庭の希望する記載内容を提出。

３、11月の面談で記載事項の最終確認を行う。

４、最終決定後の記載事項の追記は原則不可。

５、都立調査書には出欠の状況は記載しない。

６、私立の調査書には出欠状況は概ね記載する。



入試関係書類について
1.オンライン・書類での提出書類のいずれも名前の

表記は統一する。 例：旧字体、異体字など

2.期日は厳守。

3.12月以前に調査書などが必要な場合は学校に連絡

するとともに、申込締め切りの2週間ほど前には学

校に必要書類を提出する。

4.特にオンライン出願の場合は学校の承認が必要な場

合があり、申請に時間を要する場合がある。



都立入試の得点開示



本人得点・学力検査における答案の開示請求

受 付：不合格者 推薦、一次・前期 ３月 ３日～

後期・二次 ３月１６日～

合 格 者 全検査とも ５月 １日～

受付終了：合格者・不合格者とも ８月３１日

交付期限： 交付日から３か月



私立入試の主なポイント



私立推薦入試
１月中旬

入試相談：１２月１５日（火）



私立推薦入試①
応募資格

１．令和９年３月に中学校を卒業見込みの者

２．志望校が第一志望であること

３．大泉西中学校の推薦基準を満たし、校長

から推薦を受けた者

４．志望校の推薦基準を満たしていることが

高校との「入試相談」で確認されている者



私立推薦入試②
試験内容

学科試験はないが必ず面接がある。

→個人面接が多い。

作文や適性検査を実施する学校もある。

※入試相談での確認後、辞退はできない。



サポート校について

サポート校とは…

多くの場合、通信制高校と提携し生徒の学
習面や生活面を個別指導等でサポートし、3年
間での高校卒業を後押しする私立高校。

サポート校の入試方法は、学力試験を行わ
ない「書類選考」「面接」 「作文（小論
文）」が中心。



私立一般入試
２月上旬 原則２月１０日から

優遇を受ける場合、入試相談あり
１２月１５日



私立一般入試①

一般入試の種類

第一志望優遇

併願優遇（公立併願・公私併願）

いわゆるフリー受験



応募資格

１．令和９年３月に中学校を卒業見込みの者

２．志望校の基準に達しなかったが第一志望であること

３．第一志望であることを中学校長が確認していること

※入試相談を利用することがほとんど。

※入試相談の後、辞退はできない。

私立一般入試②
第一志望優遇



試験内容

学科試験(国・数・英)と面接(個人)がほとんど。

私立一般入試③
第一志望優遇



応募資格

１．令和９年３月に中学校を卒業見込みの者

２．志望校の併願優遇基準を満たしていること

３．上記２が「入試相談」で確認されている者

公立併願：公立高校との併願のみ

公私併願：公立高校＋他の私立高校１校との併願

私立一般入試④

併願優遇



試験内容

学科試験(国・数・英)と面接(個人)がほとんど。

入学手続き

合格発表後、都立の第一次・分割前期の発表まで待つ

学校が多い。

→併願優遇制度を利用して合格した場合、都立一次・

分割前期以降の募集には出願できない。

私立一般入試⑤

併願優遇



併願校受験前に志望上位の高校に合格した場合、併願私立の出願・
受験は併願校の指示に従う。

①都立推薦で第一志望都立に合格

→併願私立、第二志望私立を辞退できる場合がある。

②私立一般で第一志望私立に合格 ※公私

→併願私立を辞退できる場合がある。都立（第二志望）は
受検しない。

③私立一般で第二志望私立に合格（第一志望は都立）※公私

→併願私立を辞退できる場合がある。

私立一般入試⑥

併願優遇



いわゆるフリー受験

確認事項

①併願優遇制度がある高校では、フリー受験での合格者

が少ない場合がある。

②入学手続金の納入時期は志望順位による。

③受験校数などに制限はないが、多く受けすぎるのは本人

の負担が大きい。受験校を絞ることも必要。

私立一般入試⑦



都内の私立を受験する場合

入試相談は保護者と生徒が高等学校側が直接

行い、その結果を11月面談に連絡する。

他県の私立を受験する場合

学校説明会（個別相談）に行き、三者面談まで

に志望校を決めておく。



まとめ

進路選択にあたって大切なこと

・学習面

授業にきちんと臨み、今の学習内容を理解すること

これまでの学習内容を復習し、苦手をなくすこと

過去問題等に取り組み、試験への対策をすること



・希望進路

家庭でよく相談すること

１．本人、保護者の考えをすり合わせておく

２．自分の受験（受検）したい学校の入試制度について

よく調べて確認する

３．必ず一度は学校説明会に参加する
※私立高校では、入試相談よりも前に高校の基準をクリアしているか

確認しておく必要がある。

説明会に参加していない場合、入試相談できないこともある。



・生活面

本番で実力を発揮するために、普段通りの生活を

崩さず、『平常心』で臨むことが大切です。

直前になってあわてることのないように、日頃の生活

を見直していきましょう。

・生活リズム

・身だしなみ、言葉遣い

・ルール、マナー



当日の持ち物

① 受験票

② 受験案内

③ 本人確認書類（生徒手帳・身分証明書）

④ 上履き、上履きを入れる袋

⑤ 自習用の教材や書籍（電子辞書やタブレット等の電子機器は不可）

ESAT-J 受験の流れ



① 受験票について

学校にて受験票を配布します。

・受験票は11月上旬に大泉西中学校へ郵送で送られてくる予定です。

ESAT-J 受験の流れ

③ 受験案内について
・受験案内は1０月下旬以降、大泉西中学校へ郵送で送られてくる予定です。

・受験案内についても、学校に到着し次第、皆さんに配布します。



携帯電話について

・携帯電話は持っていかない。

・必要な場合は、まず担任の先生と相談してください。

ESAT-J 受験の流れ



当日の服装について

制服を着用すること！

ESAT-J 受験の流れ



欠席の連絡

・後日配布する「受験案内」に記載されている電話番号に

連絡する。

・期間は、11/2０(金)～11月2３日（月・祝）です。

・当日欠席する場合は連絡をする必要はありません。

ESAT-J 受験の流れ



当日の時程（前半実施）

１２：００～１２：３０ 会場到着・受検教室案内

12:30～13:00 試験会場到着席

１３：００～１４：０５ スピーキングテスト実施

１４：０５～１４：２０ 教室待機

１４：２０～１５：２５ 休憩・自習

１５：２５～ １５：４０ 退出

ESAT-J 受験の流れ



当日の時程（後半実施）

１２：００～１２：３０ 会場到着・受検教室案内

12:30～13:00 試験会場到着席

１３：００～１４：０５ 休憩・自習

１４：０５～１４：２０ 教室待機

１４：２０～１５：２５ スピーキングテスト実施

１５：２５～ １５：４０ 退出
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追試験・再試験について

・本試験日にやむを得ない理由で受験するできない場合、

１２月１３日（日）に追試験を受験することができる。

●対試験の対象となる例

・インフルエンザ等への羅漢

・病気による入院、交通事故による負傷、忌引等
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追試験受験申請について

・やむを得ない理由で欠席した場合、下記の期間に追試験
受験申請を行う必要があります。

●追試験受験申込期間

令和８年１１月２５日（水）９：００～令和８年１１月３０日（月）

１７：００まで
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追試験受験申請について

・追試験受験申請をするうえで、以下の書類が必要となります。

① 追試験受験申込書

② 欠席した理由を示す診断書や証明書

①の追試験申込書に関しては、都のホームページからダウン
ロードし、護者 の方に必要事項を記入していただきます。
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追試験受験申請について

〈注意点〉

欠席した理由によっては、追試験が認められない場合がありま
す。そうなった場合、東京都都立入試への加点（最大２０点）は
されません。

試験当日、欠席せねばならない場合は、必ず教員に相談してく
ださい。

ESAT-J 受験の流れ
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